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	背景
	LPL：リポタンパク質リパーゼ（LIPD、HDLCQ11とも呼ばれる）。Entrez Protein：NP_000228。心臓、筋肉、脂肪組織に発現する。LPLはホモ二量体として機能し、トリグリセリド加水分解酵素と、受容体を介したリポタンパク質の取り込みにおけるリガンド／架橋因子という二重の機能を有する。LPL欠乏症を引き起こす重篤な変異はI型高リポタンパク質血症を引き起こし、LPLのそれほど重篤ではない変異は多くのリポタンパク質代謝疾患と関連している。
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	Hela細胞溶解物に対するLPLマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析（1）。

